
操作方法

各部の名称

・電源投入後、通信セルフチェックを行ない、通常状態［MODE表示灯
は“RUN（緑色）”が点灯し、デジタル表示部は入光量］を表示します。

・MODEキーを押すと下図のようにモードが切り換わります。

正しくご使用ください

アンプ

ジョグスイッチを押すと設定が確定します。
MODEキーを2秒以上押すと“RUNモード”に戻ります。
設定途中でMODEキーを押すとキャンセルができます。

MODE表示灯・L/D ON（黄色）
MODE表示灯・TIMER（黄色）

MODEキー

ジョグスイッチ

MODE表示灯
PRO（黄色）

デジタル表示部（赤色）MODE表示灯・ADJ（黄色）

MODE表示灯・TEACH（黄色）

MODE表示灯・RUN（緑色）

動作表示灯（橙色） 安定表示灯（緑色）

・本製品は、人体保護用の検出装置としては使用しない
でください。
・人体保護を目的とする検出にはOSHA、ANSI、および
IEC等の各国の人体保護用に関する規格に適合する
製品をご使用ください。

ミゾ

ツメ

ワンタッチケーブル

ツメ

アンプの取り付け方法

取り付け

接続

① 取り付け部後部を35mm幅DINレール
にはめ込みます。

② 取り付け部前部を35mm幅DINレール
に押さえ付けます。

アンプの増設

アンプの取り外し方法

① アンプを持ち、前方に押し付けます。
② 前部を持ち上げれば、外すことができま
す。

接続方法

① ワンタッチケーブルのコネクタ部を持って、
アンプのコネクタ部上部のミゾとワンタッ
チケーブルのコネクタ部上部のツメを合
わせます。

② “カチッ”と音がするまでコネクタを差し
込みます。

取り外し方法

① ワンタッチケーブルのコネクタ部上部の
ツメを押さえて、引き抜くと取り外せます。

ファイバの装着

① ファイバロックレバーを倒します。
② ファイバを挿入口よりゆっくりと止まると
ころまで挿入します。（注1）

③ ファイバロックレバーを止まるところまで
戻します。

①②

①

②

③

ファイバ

ファイバ
ロックレバー

（注1）：アンプを前方に押し付けずに前部を持ち
上げると、取り付け部後部のツメが折れ
ますのでご注意ください。

（注1）： ファイバを止まるところまで挿入しないと、検出距離が短くなりますのでご注意く
ださい。

（注2）：　同軸反射型ファイバ（FD-G4、FD-FM2など）の場合、中心ファイバ（単芯）を
投光部へ、また外周ファイバ（複芯）を受光部へ装着してください。逆にする
と検出精度が低下しますのでご注意ください。

（注1）： ツメを押さえないでコネクタ部を引っ張ると、
ツメが折れますので、ご注意ください。ツメ
が折れたワンタッチケーブルは使用しない
でください。また、ケーブル部を引っ張ると、
ケーブルが断線する恐れがありますので、
ご注意ください。

・ワンタッチケーブルの取り付けおよび取り外しは、必ず電源を切っ
てから行なってください。

・アンプの増設および取り外しは、必ず電源を切ってから行なってく
ださい。
・アンプの増設台数により使用周囲温度が異なりますので、 必ずご
確認ください。
・2台以上増設する場合は、 必ずDINレールに取り付けてください。
・増設して使用する場合はアンプ同士を密着取り付けし、 別売のエ
ンドプレート（MS-DIN-E）で両端からはさみ込むようにして取り付け
てください。
・DINレールへの取り付け状態によりアンプが動く場合には、別売
のエンドプレート（MS-DIN-E）で両端からはさみ込むようにして取り
付けてください。
・増設は、 最大15台までです。（合計16台まで）
・2台以上増設する場合、 2台目以降に使用するワンタッチケーブ
ルは、 子ケーブル（CN-71-C□）をご使用ください。

増設方法

① アンプを1台ずつ35mm幅DINレール
に取り付けます。

② 子機をスライドさせて親機と密着させ、
ワンタッチケーブル同士を接続します。

③ エンドプレート（MS-DIN-E）（別売）の
平らな面を内側にして、両端からはさみ
込むようにして取り付けます。

④ エンドプレート（MS-DIN-E）のビスを締
め付けて、固定します。

取り外し方法

① エンドプレート（MS-DIN-E）のビスを緩
めます。

② エンドプレート（MS-DIN-E）を取り外し
ます。

③ 子機をスライドさせて、 1台ずつ取り外
します。

詳細については、「取り付け」を
ご参照ください。

詳細については、「取り付け」を
ご参照ください。 スライド

35mm幅
DINレール

  エンドプレート
（MS-DIN-E）
（別売）

スライド

子機
親機

  子ケーブル
（CN-71-C□）
（別売）

  親ケーブル
（CN-73-C□）
（別売）

②

①
35mm幅DINレール

・FX-301B（P）/G（P）/H（P）とFX-301（P）間では、通信による設定状
態コピー機能を使用することができませんので、両機種を連結して
使用する場合は、同一機種ごとにまとめてください。
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一般的な注意事項については テクニカルガイド 、アンプの詳しい操作方法についてはPROモード操作ガイドをご参照ください。

電源投入

通信セルフチェック

RUN

TEACH

ADJ L/D ON

TIMER

PRO
MODEキー
を押す

MODEキー
を押す

MODEキーを押す

MODEキーを押す

MODEキー
を押す

MODEキー
を押す

「ティーチング」
参照。

「しきい値の微調整」
参照。

「出力動作の設定」
参照。

「タイマ動作の設定」
参照。

「PROモード」
参照。

電源投入

通信セルフチェック

RUN

TEACH

ADJ L/D ON

TIMER

PRO
MODEキー
を押す

MODEキー
を押す

MODEキーを押す

MODEキーを押す

MODEキー
を押す

MODEキー
を押す

「ティーチング」
参照。

「しきい値の微調整」
参照。

「出力動作の設定」
参照。

「タイマ動作の設定」
参照。



正しくご使用ください

アンプ

ファイバを検出範囲内に
設置します。
MODEキーを押して、ティーチ
ングモード〔MODE表示灯・
TEACH（黄色）〕にします。

ファイバを検出範囲内に
設置します。
MODEキーを押して、ティーチ
ングモード〔MODE表示灯・
TEACH（黄色）〕にします。

MODE表示灯・TEACH（黄色）が点滅します。
ジョグスイッチを“＋”側または“－”側に回します。

ワークのない状態でジョグスイッチを押します。
ティーチングが受け付けられると、読み込んだ入光
量が点滅表示されます。

2点ティーチングの場合

ティーチング
・MODE表示灯・TEACH（黄色）のとき、2点ティーチング、リミットティーチング、
フルオートティーチング（赤色光タイプを除く）のいずれかでしきい値の設定が行なえます。

・ワークのある状態とない状態の2点をティーチングし、しきい値を
設定する方法です。通常は、この方法で設定します。

リミットティーチングの場合

・ワークのない状態（入光量が安定した状態）のみをティーチングし、
背景物体がある場合の検出や微小物体検出をするためのしきい値
を設定する方法です。

MODE表示灯・TEACH（黄色）が点滅します。ワー
クのない状態でジョグスイッチを押します。

表示部に“　　”が点滅表示されます。

その後、設定シフト量の変更ができるかどうかが表
示されます。
・変更できる場合：表示部“　　 ”が点滅。
・変更できない場合：表示部“　　”が点滅。

ジョグスイッチを“＋”側に回すと右から左へ表示部 
“     　 ”がスクロール（2周回）し、②に対して 
約15%高しきい値（低感度）
側にシフトします（注1）。 
反射型ファイバ使用時に使
用します。

ジョグスイッチを“－”側に回すと左から右へ表示部 
“      ”がスクロール（2周回）し、②に対して
約15%低しきい値（高感度）
側にシフトします（注1）。 
透過型ファイバ使用時に使
用します。

しきい値が表示されます。

表示部には、入光量が表示され、設定終了です。

1

2

3

4

6

7

8

5

ワークのある状態でジョグスイッチを押します。
ティーチングが受け付けられると、読み込んだ入光量が点滅表示されます。

1

2

3

表示部に“　　”が点滅表示されます。

しきい値が表示されます。

表示部には入光量が表示され、設定終了です。

遮光状態

透過型 反射型

透過型 反射型

マーク

下地

4

入光状態

マーク

下地
＋

－

透過型 反射型

フルオートティーチングの場合

・ラインを止めずにワークを動かしたままの状態でしきい値を設定
したいときに、フルオートティーチングで設定します。

手順 表示部内　　容
ファイバを検出範囲内に
設置します。
MODEキーを押して、ティーチ
ングモード〔MODE表示灯・
TEACH（黄色）〕にします。

1

ワークなしの
入光量

しきい値

しきい値

15%

15%

ON

OFF
高

低

100%

“＋”側に回す
“－”側に回す

OFF

ON

0

し
き
い
値

入光状態

背景物体

表示部に“　　”が点滅表示されます。

しきい値が表示されます。

表示部には入光量が表示され、設定終了です。

5

6

7

3

ラインにワークが流れている状態で、ジョグスイッチを0.5
秒以上押し続けます。（サンプリング中の入光量を表示）
表示部に“　　”が表示され、ワークが通過したら
ジョグスイッチを離します。

2

手順 表示部内　　容

手順 表示部内　　容

ティーチングが受け付けられると、読み込んだ入光量が点滅表
示され、しきい値がワークのある状態とない状態の入光量の中
間に設定されます。その後、安定度の判定結果が表示されます。
・安定して検出できる場合：表示部“　　”が点灯。安定表示灯（緑色）点滅。
・安定して検出できない場合：表示部“　　”が点滅。安定表示灯（緑色）消灯。

ティーチングが受け付けられると、読み込んだ入光量が点滅表
示され、しきい値がワークのある状態とない状態の入光量の中
間に設定されます。その後、安定度の判定結果が表示されます。
・安定して検出できる場合：表示部“　　”が点灯。安定表示灯（緑色）点滅。
・安定して検出できない場合：表示部“　　”が点滅。安定表示灯（緑色）消灯。

4

FX-301B（P）/G（P）/H（P）のみ

・接触式液面検出ファイバFD-F8Yと組み合わせたときのしきい値設定は
FD-F8Y 、パイプ取付式液面検出ファイバFD-F4□／F9□と組み合わせ
たときのしきい値設定は FD-F4□/F9□ をご参照ください。
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一般的な注意事項については テクニカルガイド 、アンプの詳しい操作方法についてはPROモード操作ガイドをご参照ください。

（注1）：しきい値のシフト量をPROモードで切り換えることができます。設定方法の詳しい内容については、
「PROモード操作ガイド」をご参照ください。（－45～45%まで、5%単位で設定可能。初期値は0%。）

（注2）：しきい値設定後に、ファイバを動かしたり、折り曲げたりしないでください。検出が不安定になることがあります。

5

6

7

（注1）：シフト量の約15%は初期値です。シフト量は、PROモードで約5～80%（5%
単位）で切り換えることができます。設定方法の詳しい内容については、『PRO
モード操作ガイド』をご参照ください。

（注2）：しきい値設定後に、ファイバを動かしたり、折り曲げたりしないでください。
検出が不安定になることがあります。

（注1）：しきい値設定後に、ファイバを動かしたり、折り曲げたりしないでください。検出が不安定になることがあります。



正しくご使用ください

1

2

3

手順 表示部内　　容

（注1）

入光時

現在の設定を表示

非入光時

選択した設定を表示

MODEキーを押して、しきい
値微調整モード〔MODE表
示灯・ADJ（黄色）〕にします。1

2

3

手順 表示部内　　容

ジョグスイッチを押して、しき
い値を確定します。

または

－
＋

＋

－

・FX-301B（P）/G（P）/H（P）にて、RUNモードの状態でジョグスイッ
チとMODEキーを同時に3秒以上押し続けると、キー操作がロック
され、しきい値確認機能またはアジャスト機能（アジャストロック
解除時のみ有効）のみ有効となります。
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一般的な注意事項については テクニカルガイド 、アンプの詳しい操作方法についてはPROモード操作ガイドをご参照ください。

アンプ

キーロック機能

配線

その他

・配線作業や連結作業は、必ず電源を切った状態で行なってください。
・電源入力は、定格を超えないよう電源変動をご確認ください。
・定格範囲以上の電圧の印加や、直接交流電源に接続すると、破
損や焼損の恐れがありますので、ご注意ください。
・電源に市販のスイッチングレギュレータをご使用になる場合には、
必ず電源のフレームグランド（F.G.）端子を接地してください。
・センサ取り付け部周辺にノイズ発生源となる機器（スイッチン
グレギュレータ、インバータモータなど）をご使用の場合は、
機器のフレームグランド（F.G.）端子を必ず接地してください。
・負荷の短絡や誤配線は、破損や焼損の恐れがありますので、
ご注意ください。
・高圧線や動力線との並行配線や、同一配線管の使用は避けてく
ださい。誘導による誤動作の原因となります。
・直流電源には、必ず絶縁トランスをご使用ください。オートト
ランス（単巻トランス）をご使用になると、本体や電源を破損す
ることがあります。
・ケーブルは、必ず別売のワンタッチケーブルをご使用ください。
また、ケーブル延長をする場合は、0.3mm2以上のケーブルにて
全長100mまで可能です。但し、ノイズを避けるため、配線はで
きる限り短くしてください。

・電源投入時の過渡的状態（0.5s）を避けてご使用ください。
・種類にもよりますが、ラピッドスタート式や高周波点灯式の蛍
光灯の光は、検出に影響を及ぼす場合がありますので、直接入
光しないようにご注意ください。
・屋外で使用しないでください。
・蒸気、ホコリなどの多い所での使用は避けてください。
・シンナーなどの有機溶剤や水、油、油脂が直接かからないよう
にご注意ください。
・引火性、爆発性ガスの雰囲気中での使用はできません。
・製品の分解修理・改造などは、絶対にしないでください。

しきい値を上げる（感度を下げる）場合、ジョグスイッチ
を“＋”側に回すとしきい値が
ゆっくり上がり、回し続けるとし
きい値が早送りで上がります。 
しきい値を下げる（感度を上げる）
場合、ジョグスイッチを“－”側に回すとしきい値がゆっく
り下がり、回し続けるとしきい値
が早送りで下がります。

MODEキーを押して、出力動
作設定モード〔MODE表示
灯・L/D ON（黄色）〕にしま
す。

ジョグスイッチを“＋”側ま
たは“－”側に回すと出力
動作が切り換わります。

出力動作の設定

しきい値の微調整

・MODE表示灯・TIMER（黄色）のとき、タイマを使用するか使用しな
いかの設定が行なえます。
・タイマを使用側に設定した場合、自動的に10msオフディレイタイ
マ（初期値）となります。
・またFX-301シリーズには、接続機器の応答時間が遅い場合などに
便利なオフディレイタイマと、通過に要する時間の長い物体のみ
を検出するのに便利なオンディレイタイマ、および接続機器の入
力条件により信号時間が一定でなくてはならない場合に最適なワ
ンショットタイマが装備されています。各タイマのタイマ時間の
設定方法については、『PROモード操作ガイド』をご参照ください。

タイマ動作の設定

ジョグスイッチを押すと確定
します。

（注1）：PROモードで設定されたオフディレイタイマ時間が表示されます。
 詳しい内容については、『PROモード操作ガイド』をご参照ください。



正しくご使用ください

アンプ

PROモード

PROモード設定項目一覧

・PROモードの設定内容や設定手順などの詳しい内容については、
『PROモード操作ガイド』をご参照ください。

・SUNXホームページ（http://www.fiber-sensor.com）からもダウンロードでき
ます。
・MODE表示灯・PRO（黄色）のとき、 PROモードの設定が行なえます。

「しきい値」の微調整をします。

アジャストADJ

FX-301（P）は「2点ティーチング」
または「リミットティーチング」 
FX-301B（P）/G（P）/H（P）はさ
らに「フルオートティーチング」に
より「しきい値」を設定します。

ティーチングTEACH

通常検出状態です。

ランRUN

NAVIモード

PRO
モード入光時ON／非入光時ONの設

定をします。

L-ON／D-ONL/D ON

タイマ動作を設定します。

タイマTIMER

各種詳細設定や光通信、設定の
セーブ/ロードなどの設定をします。

プロPRO

応答時間の切り換え設定をします。

応答時間切換

タイマ動作・タイマ時間の設定をし
ます。

タイマ設定

ヒステリシス（応差）の設定をします。

ヒステリシス

PRO1

PRO2

PRO3

PRO4

PRO5

「リミットティーチング」、「フルオー
トティーチング」の「しきい値」のシ
フト量を変更します。

シフト

安定表示灯の点灯範囲の切り換
えを設定します。

スタビリティ

デジタル表示部の表示内容を設
定します。

デジタル表示部設定

デジタル表示部の表示方向を設
定します。

デジタル表示反転設定

デジタル表示部の点灯／消灯を
設定します。

ECOモード設定

データバンク内の設定をロードしま
す。

データバンクロード

データバンク内に設定をセーブし
ます。

データバンクセーブ

光通信により、親機の設定を連結
している子機に一括コピーします。

コピー

光通信により、データバンク内の
設定を一括でロードします。

リモートデータバンクロード

光通信により、設定をデータバン
ク内へ一括でセーブします。

リモートデータバンクセーブ

光通信による一括コピー・ロード・
セーブを行なう際、通信変更をでき
なくすることができます。
※FX-301B（P）/G（P）/H（P）のみ

通信変更の許可／非許可

光通信が正常にされているかチェ
ックします。

確認

各種設定を4桁のコードに置き換
えて、一括で設定します。

コード

入光量のデジタル表示を強制的
に『0』に設定します。

ゼロアジャスト

RUNモードで、直接「しきい値」を
微調整できるようにします。

アジャストロック

データバンク内の設定以外を工
場出荷状態に戻します。

リセット
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PROモード操作ガイド

一般的な注意事項については テクニカルガイド 、アンプの詳しい操作方法についてはPROモード操作ガイドをご参照ください。

http://www.fiber-sensor.com


正しくご使用ください

アレイファイバの取り付け

・M3のビスを使用し、締め付け
トルクは0.58N･m以下としてく
ださい。

FD-L4の取り付け

・M2.6（長さ12mm）セムスビス（付
属）を使用し、締め付けトルク
は0.3N・m以下としてください。

FD-L43の取り付け

・M3サラビスを使用し、締め付
けトルクは0.3N･m以下として
ください。

FD-WL41／FD-L41およびFD-WL42／FD-L42の取り付け

・M3のサラビスを使
用し、締め付けト
ルクは0.3N・m以下
としてください。

ファイバ

取り付け
・ 取り付け時の締め付けトルクは、下記の値以下としてください。

・締め付け可能範囲があるファイバは、取り付け部先端から#mm
以内を固定してください。（但し、FT-K8、FT-KV8、FT-WKV8、
FT-V10についての#は、締め付け不可範囲を指しています。）

ナットによる取り付け（ネジ型）

セットビスによる取り付け

（注1） ： スリーブ部は除きます。
（注2） ： 取り付けの際は、必ずファイバ径より小さいビス

で取り付けてください。

締め付けトルク

0.39N･m
0.58N･m

350℃耐熱、FT-H20W-M□は0.98N･m
FD-H35-20Sは0.58N･m

M3

締め付けトルク

0.19N･m

?（mm）

10

0.29N･m10

0.29N･m15

FT-V22
FT-V41、FD-V41
FT-SFM2SV2

FT-WV42
FD-WV42

FD-EG1

0.34N･m

0.3N･m

7FD-SFM2SV2

13FT-KV8、FT-WKV8
FT-V10

12FT-K8

0.29N･m4（注1）FD-E12

0.1N･m3FT-PS1

M4

M5
M6

0.98N･m
（350℃耐熱は1.96N･m）

M14 1.47N･m

締め付けトルク0.29N･m
　FT-SFM2Lは0.19N･m、
　FT-H20W-M□は0.49N･m

〈FT-K8、FT-KV8〉

セットビス
（くぼみ先）M3以下

セットビス（くぼみ先）
M3以下

#

#セットビス
（くぼみ先）M3以下

ビス締め付け
不可範囲

M3ビス

M2.6（長さ12mm）
セムスビス（付属）

M3サラビス
別途ご用意
ください。

M3サラビス
別途ご用意
ください。

〈FD-WL41／FD-L41〉〈FD-WL42／FD-L42〉

 M3サラビス
（別途ご用意ください。）

一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。
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一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。正しくご使用ください

ファイバ

FT-Z8□、FT-WZ8□の取り付け

・ファイバヘッドは、付属のビスセットを使用して取り付けてくだ
さい。そのときの締め付けトルクは、0.15Ｎ･ｍ 以下としてくださ
い。

・ファイバヘッドを振動･衝撃のある場所に取り付ける場合は、ネジ
ロックなどを使用してください。

・各ファイバヘッドは、下記のように取り付けてください。

FT-Z802Yの取り付け

・M3ナベビスを使用し、締め付け
トルクは0.3N･m以下としてくだ
さい。

FD-WKZ1の取り付け

〈付属取付金具を使用しない場合〉
・セットビス（くぼみ先M3以下）にて、ヘッド部金具先端から15mm
以内で取り付けてください。その際の締め付けトルクは、0.3N･m
以下としてください。

〈付属取付金具を使用する場合〉
・セットビスを使用しなくても、ヘッド部を固定できます。
・セットビスを使用する場合は、くぼみ先M3のセットビスにて固定
し、締め付けトルクは0.05N･m以下としてください。

FD-A15の取り付け

・M3ビスを使用し取り付けてください。その際の締め付けトルクは、
0.3N･m以下としてください。

FD-H30-L32／FD-H18-L31の取り付け

・M3ビスを使用して取り付けてください。その際の締め付けトルク
は、3N･m以下としてください。

〈FT-Z8／FT-WZ8（フラットONタイプ）〉

 M3ナベビス
（別途ご用意ください。）

取り付け部にタップを切る場合

付属ビス･ナットを使用する場合

〈FT-Z8E／FT-WZ8E（サイドONタイプ）〉

取り付け部にタップを切る場合

付属ビス･ナットを使用する場合

〈FT-Z8H／FT-WZ8H（ヘッドONタイプ）〉

取り付け部にタップを切る場合

付属ビス･ナットを使用する場合

F
T-

Z
8

7.5mm

検出方向

付属ビス
［M2（長さ8mm）］

取付板の厚さ
3.5mm以下

バネ座金

ナット

平座金

7.5mm

検出方向

F
T-

Z
8

付属ビス
［M2（長さ8mm）］

M2×0.4mm
タップ深さ7mm以上

7.5mm

付属ビス
［M2（長さ10mm）］

FT-Z8E

検出方向

M2×0.4mm
タップ深さ7.5mm以上

7.5mm FT-Z8E

付属ビス
［M2（長さ10mm）］

取付板の厚さ
4mm以下

バネ座金

ナット

平座金

検出方向

F
T-

Z
8H

検出方向

7.5mm
付属ビス
［M2（長さ10mm）］

M2×0.4mm
タップ深さ7.5mm以上

付属ビス
［M2（長さ10mm）］

取付板の厚さ
4mm以下

バネ座金

ナット

平座金

F
T-

Z
8H

検出方向

7.5mm
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正しくご使用ください

ファイバ

狭光芒ファイバの取り付け

・本製品の開口角は非常に狭く、設置の状態によっては入光しない
場合がありますので、ご注意ください。 
設置の際には、下図のように基準面を決め、光軸のズレや傾きに
充分注意して、投・受光ファイバが平行になるように設置してくだ
さい。

・ファイバを固定する場合、下図のようにファイバに負担がかから
ないようにしてください。 
（FT-H35-M2、FT-H35-M2S6、FD-H35-M2、FD-H35-M2S6は除く）

透過型スクリーンファイバの取り付け

許容曲げ半径R25mmの場合

・本製品の開口角は非常に狭く、設置の状態によっては入光しな
い場合がありますので、ご注意ください。 
設置の際には、下図のように基準面を決め、光軸のズレや傾き
に充分注意して、投・受光ファイバが平行になるように設置して
ください。

・ファイバは、M3サラビスを使用
して取り付けてください。 
その際の締め付けトルクは、 
0.3N・m以下としてください。尚、
振動・衝撃のかかる場所で使用す
る場合は、ネジロックなどを使用
してください。

・検出面に鉱物油及び鉱物油成分を含む溶剤が付着しますと、レ
ンズ面が変形する恐れがありますので、取り扱いには十分ご注
意ください。

〈FT-K8〉

〈FT-KV8／FT-WKV8〉

光軸 受光側投光側

基準面

平行

平行

基準面
平行

投光側

光軸

平行

光軸

基準面

受光側

基準面 平行

平行

光軸

基準面

M3 サラビス
（別途ご用意ください。）

ファイバの固定方法

・同軸反射型ファイバを装着する場合、中心ファイバ（単芯）を投光
部へ、外周ファイバ（複芯）を受光部へ装着します。

同軸反射型ファイバの装着

・ファイバの曲げ半径は、各ファイバの許容曲げ半径以上としてく
ださい。それ未満では、下図のように検出性能が低下します。

ファイバの曲げ半径

・曲げ半径は、R10mm以上です。ファイバベンダFB-1または
"20mm以上の丸棒を利用して徐々に曲げてください。

スリーブ部の曲げ方

クランプなど コード止めなど

FD-H35-M2、FD-H20-M1のプラグには投光部側に“P”、受光部
側に“D”の刻印がされています。
FD-WG4、FD-WSG4およびFD-G4、FD-G6、FD-G6Xの投光側
と受光側では、ファイバ径が異なります。また、FD-G500、 
FD-EG1、FD-EG2、FD-EG3、FD-E22、FD-H20-21、
FD-ENM1S1には投光側に P のマークバンドが付いています。

投光部
（単芯）

受光部
（複芯）

同軸ファイバ

投光部

受光部

（注1）：ファイバを止まるところまで挿入しないと、検出距離が短くなります
ので、ご注意ください。

（注2）：アンプに装着する前に付属のファイバアタッチメントを装着してくだ
さい。

（注1）：サイドビュウ、狭光芒、狭視界および極細ファイバのスリーブ部は曲
げられませんのでご注意ください。

（注1）：350℃耐熱ファイバ、耐真空お
よび耐薬品ファイバは、許容曲
げ半径未満には曲がりませんの
でご注意ください。

ー10

0

ー20

ー30

ー40

ー50

ー60
0 5 10 15 20 25

曲げ半径R（mm）

90�
R

検
出
距
離
減
衰
率 

（%）

90�以下 R10mm
以上

10mm
10mm
この部分を曲げないでください。

・アンプを保護するため、下図に示すように耐熱ファイバ部を
150mm以上常温域に出してご使用ください。

・アンプには、ふく射熱や熱風が直接あたらないようにご注意くだ
さい。

・350℃耐熱ファイバの先端金具部およびステンレススパイラル部は
高温で使用する場合、変色することがありますが検出性能には影
響ありません。

耐熱ファイバ使用時の注意点

高温／低温 アンプ使用周囲温度
（注1）

透過型ファイバおよび
反射型フリーカット
ファイバ プラグ

反射型ファイバ
ジョイント

150mm以上

耐熱
ファイバ部

一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。
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一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。正しくご使用ください

ファイバ

製品概要

取り付け方法

1 ファイバのプラグ部をFX-AT2に下図のように取り付けます。 
（樹脂プラグには、抜け防止の段差が付いています。）

2 1の状態でアンプに装着して
ください。

5 2本同時にファイバを切断します。（このとき、アタッチメントと
ファイバカッタを密着させてください。ファイバは先端から約
10.5mmのところで切断されます。）

6 切断後、直ちにアンプへ装着してください。

1 ホルダをグランドに仮止めの状態で取り付けます。
（注1）：長いホルダと短いホルダがファイバに同梱されている場合、短

いホルダを使用してください。

（注2）：FX-AT6は、ホルダとグランドの色を合わせてください。黒色は
"1mmファイバ用、灰色は"1.3mmファイバ用です。

2 1の状態でファイバを挿入します。
3 ホルダを締め付け、ファイバを任意の位置で固定します。
4 3の状態で右図の方向から
ファイバをファイバカッタ
（FX-CT2）のφ1mm／ 
φ1.3mmファイバ用の穴に
挿入します。

5 2本同時にファイバを切断し
ます。
このとき、アタッチメント
が止まるところまで挿入し
てください。ファイバは、
ホルダ先端から約0.5mmの
ところで切断されます。

6 切断後、直ちにアンプへ装
着してください。

・ファイバをアンプ（FX-301/311シリーズ、FX-302など）に挿入する
際、付属のファイバアタッチメント（FX-AT2/AT3/AT4/AT5/AT6）
を使用することにより、作業性の向上およびファイバ挿入ミスの
低減が図れます。

注意事項

部品構成

〈FX-AT2〉

〈FX-AT4、FX-AT5、FX-AT6〉

・アンプの投・受光ファイバ挿入口間のピッチが
7mm以外のアンプには、FX-AT2、FX-AT3、FX-AT4、
FX-AT5およびFX-AT6は使用できませんのでご注
意ください。7mmピッチ以外のアンプに細径ファ
イバを使用する場合、アタッチメントはFX-AT10
またはFX-AT13を使用してください。（付属品）

ファイバアタッチメント（FX-AT□）について

7mm

定尺ファイバ用アタッチメント：橙色

〈FX-AT3〉
"2.2mmファイバ用アタッチメント：橙色クリア

〈FX-AT4〉
"1mmファイバ用アタッチメント：黒色

〈FX-AT5〉
"1.3mmファイバ用アタッチメント：灰色

〈FX-AT10〉
"1mmフリーカットファイバ用アタッチメント：黒色

〈FX-AT13〉

〈FX-AT2〉

1 FX-AT3のファイバロックボタンがア
ンロック側にあることを確認します。

2 1の状態でファイバを1本ずつ挿入し
ます。

3 挿入後、ファイバロックボタンを押し
込むと、ファイバが任意の位置で固定
されます。（ファイバのロックを解除
する場合、ファイバロックボタンを反
対側から押し返してください。）

4 3の状態で下図の方向からファイバを
ファイバカッタ（FX-CT2）のφ2.2mm
ファイバ用穴に挿入します。

〈FX-AT3〉

"1.3mmフリーカットファイバ用アタッチメント：灰色

〈FX-AT6〉
"1mm／"1.3mm混合ファイバ用アタッチメント
（"1mmファイバ用：黒色、"1.3mmファイバ用：灰色）

ホルダ
グランド

ホルダ
グランド

ファイバロック
ボタン

（上方向：アンロック）

（下方向：ロック）

1

32

φ2.2mmファイバ用穴

ホルダ

φ1mm／φ1.3mm
ファイバ用穴

グランド

1 ファイバにグランドとホルダを通してから、グランドを時計方向
に回して締め付けます。

2 1の状態で下図の方向からファイ
バをファイバカッタ（FX-CT2）の
φ1mm／φ1.3mmファイバ用穴
に1本ずつ挿入し、切断します。
このとき、アタッチメントが
止まるところまで挿入してく
ださい。ファイバは、ホルダ
先端から約0.5mmのところで
切断されます。

〈FX-AT10、FX-AT13〉

締め付ける

φ1mm／φ1.3mm
ファイバ用穴
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正しくご使用ください

ファイバ

1 ファイバカッタの 　部を、止まるまで上に上げます。
2 アタッチメントを装着した状態のファイバを止まるところまで
挿入します。

3 ファイバカッタ（FX-CT2）の 　部
を押し下げて、ファイバを切断し
ます。

・ファイバを切断する場合、下図の方向からファイバを挿入してく
ださい。

ファイバカッタ（FX-CT2）について 耐真空ファイバについて

FT-WA30/A30、FT-WA8/A8付属シールスリットについて

FX-AT□を
装着していない
フリーカット
ファイバ

FX-AT□を
装着している
フリーカット
ファイバ

（ファイバ挿入方向）

ファイバカッタ（FX-CT2）の使用方法

スリット装着時の検出距離

構成

取り付け方法

付属スリット 装着方法

ファイバ挿入箇所（穴）はφ2.2mm用とφ1mm／φ1.3mm用が
ありますので、ご注意ください。

部

φ1mm／φ1.3mm
ファイバ用穴

○A
○A

○A

1 真空槽壁（チャンバまたはフランジ）
に穴を2個開けます。

（注1）：穴径は、φ5.5～φ6.0mmとしてくださ
い。

2 光導入端子FV-BR1を真空槽壁に取り付けます。
（注1）：必ず付属のOリングを装着してください。
（注2）：Oリングがある側を大気側にしてください。
（注3）：締め付けトルクは、0.58N･m以下としてください。

4 光導入端子FV-BR1の真空側に真空側ファイバの固定リング部を
取り付けます。

（注1）：固定リングを確実に締め付けてください。  
締め方がゆるいとすき間が空き、検出距離が低下します。

（注2）：締め付けトルクは、0.58N･m以下としてください。

⑤ 真空側ファイバの先端部を固定します。
（注1）：締め付けトルクは、下表の値以下としてください。

3 光導入端子FV-BR1の大気側に大気側ファイバFT-J6の金具部を取
り付けます。

（注1）：固定ナットを確実に締め付けてください。 
締め方がゆるいとすき間が空き、検出距離が低下します。

（注2）：締め付けトルクは、0.58N･m以下としてください。

（注1）：途中で止めずに、一気に切断してください。
（注2）：一度切断を行なった箇所（穴）は、再度使用しないでください。切断面の状

態が悪くなり、検出性能が低下する場合があります。
（注3）：刃の交換はできません。ファイバカッタがさらに必要な場合は、別途ご購入く

ださい。
（注4）：切断の状態により、検出距離が20%程度低下する場合がありますので、あら

かじめ余裕をみて設定距離をご検討ください。

・付属スリットは2種類（FT-A30、FT-WA30は1種類）あります。スリッ
トは小物体を検出する場合や、近距離で使用した場合の光量飽和
の対策として使用します。 
但し、スリットを装着すると検出距離が短くなります。スリット
はシールになっていますので、ファイバにスリットを貼り付ける
際は、下図のようにスリットの突起部をファイバの上部に合わせ
て貼り付けてください。

0.5mm 12mm

0.5mm 32mm

12mm1mm

〈FT-A8、FT-WA8〉

〈FT-A30、FT-WA30〉

突起部

FT-WA30/A30 ： 2,500mm（LONG）／1,000mm（STD）／600mm（FAST）／200mm（S-D）

FT-WA8/A8 ： 400mm（LONG）／200mm（STD）／140mm（FAST）／70mm（S-D）
（0.5×12mmスリット）
FT-WA8/A8 ： 800mm（LONG）／400mm（STD）／280mm（FAST）／140mm（S-D）
（1×12mmスリット）

真空側 大気側

真空側ファイバ

光導入端子

チャンバまたはフランジ

大気側ファイバ

リーク量：1.33×10�10Pa・m3/s［He］以下

チャンバ
またはフランジ

"5.5～"6.0mm

穴

Oリング Oリング

真空側 大気側

すき間

M2.6 0.29N・m

締め付けトルク

0.58N・mM4
M6

φ2.2mm
ファイバ用穴

一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。
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正しくご使用ください

ファイバ

・下記の薬品内での使用は避けてください。 
溶解状態のアルカリ金属（ナトリウム、カリウム、リチウムなど）、
フッ素ガス（F2）、ClF3、OF2（ガス状態を含む）

・サイドONタイプには、光軸マークが付いています。 
光軸調整の際は、投・受光ファイバの光軸マークを向かい合わせ
るように設定してください。

・耐薬品ファイバは�115℃の耐熱仕様ですがアンプを保護するた
めに、100mm以上常温域に出してご使用ください。

・取り付けの際は、市販のフッ素樹
脂継手等をご使用ください。

・保護チューブ部の曲げ半径は、
R30mm以上としてください。
R30mm未満では破損する恐れがあ
ります。

・ファイバ部の曲げ半径は、R25mm
以上としてください。R25mm未満
では検出距離が低下します。

・ファイバ部に過大な引張力が加わ
らないようにしてください。

FT-L8Y/V8Yについて

FD-F8Yについて

光軸

光軸マーク

取り付け方法

・取り付けの際は、市販のフッ素樹脂製の継手などをご使用ください。

取り付け方法

FD-F7シリーズについて

取り付け方法

FT-F9シリーズについて

・下図のように付属の結束バンドと滑り止めチューブを使って取り
付けます。 
また、結束バンドは上下2本とも確実に締めて、余分な部分は切っ
てください。

・別途、結束バンドが必要な場合は、下図のA寸法が2.5mm以下の
結束バンドを使用してください。

取り付け方法

・透明度が低い液体については、安定して検出できない場合があり
ますので、ご注意ください。

・高温で使用すると、チューブ全長が最大2％伸びる場合があります
ので、ご注意ください。

・チューブ切断時は、ファイバ外被に傷を付けないように切断して
ください。

注意点

100mm以上

アンプ使用周囲温度高温／低温

継手

推奨品：
（株）フロウエル製継手
詳細については、メーカにお問い合わせください。

フッ素樹脂継手

M4ナット

  M4スタッド
  ボルト
（ストレートタイプ）

4mm

11mm 溶接範囲

凸部

凹部

結束バンド

推奨品： タイトン（株）製結束バンド
 （材質：ナイロン、適用パイプ径："6～"26mm）
 北川工業（株）製結束バンド
 （材質：テフゼル�、適用パイプ径："6～"19mm）

滑り止め
チューブ

A

一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。

・SUS取付具を使用する場合、溶接
してあるM4スタッドボルトを取
付具の取付穴に差し込み、M4ナッ
ト（別途ご用意ください）で取り
付けます。そのときの締め付け
トルクは、0.98N･m以下としてく
ださい。

・PVC取付具を使用する場合は、
“TOP”の刻印側を上面にして接
合面に密着させて接着してくだ
さい。また、右図の溶接範囲内
にて溶接してください。

・筐体に取り付けた専用取付具の
凸部とファイバの凹部を合わせ、
“カチッ”と音がするまでスライ
ドさせてください。

・その他の注意事項については、
FD-F7シリーズ をご参照ください。

・その他の注意事項については、FT-F9シリーズ をご参照ください。
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推奨品： タイトン（株）製結束バンド
 （材質：ナイロン、適用パイプ径："6～"26mm）
 北川工業（株）製結束バンド
 （材質：テフゼル�、適用パイプ径："6～"19mm）
詳細については、メーカにお問い合わせください。

正しくご使用ください

ファイバ

・下図のように付属の結束バンドと滑り止めチューブを使って取り
付けます。取り付けの際は、必ず取付位置調整レバーを倒した状
態（下図の位置）にあることをご確認ください。  
また、結束バンドは上下2本とも確実に締めて、余分な部分は切っ
てください。

・取付穴を利用して取り付ける場合は、必ずM3ビス、平座金および
バネ座金を使用してください。 
そのときの締め付けトルクは、0.5N･m以下としてください。

・本製品を結束バンドで取り付けた場合、取付位置の再調整が容易
に行なえます。

1 取付位置調整レバーを手前（矢印
の方向）に引きます。

2 可動部を矢印の方向に押して結
束バンドを緩め、取付位置を再
調整します。

1 取付位置調整レバーを矢印の方
向に倒し、元の位置に戻します。

・別途、結束バンドが必要な場合は、下図の　 寸法が2.5mm以下の
結束バンドを使用してください。

パイプへの取り付け方法
・ 不透明パイプでは、正しく検出できません。
・ 透明度の低い液体や粘度の高い液体は、検出できない場合があり
ます。

・ 検出部は、パイプに確実に密着するよう取り付けてください。密
着していないと誤動作しますのでご注意ください。

・ 検出面への水滴の付着は検出に影響を与えますので、パイプ外壁
の結露などには充分ご注意ください。

・ また、パイプ内壁をつたわる水滴や内壁に付着する気泡も検出に
影響を及ぼしますのでご注意ください。

・ 耐水および耐薬品構造になっていませんので、水や薬品が直接か
かる所での使用は避けてください。

・ ファイバの挿入量により、スポット径および検出距離を調整でき
ます。

・ ファイバとFX-MR2を設定後、
振動などで動かないようにファ
イバに付属しているナットな
どにより固定してください。

・ FX-MR2をセットビスで固定
する場合は、M3のセットビス
（くぼみ先）を使用し、締め付
けトルクは0.29N･m以下とし
てください。

ご使用上の注意点

調整方法

FD-F4�およびFD-F9�について

FX-MR2使用時の注意点

・ FX-MR3、FX-MR6にファイバを挿入する場合は、ファイバが止ま
るまで挿入してください。 また、取り付け時の締め付けトルクは
0.29N･m以下としてください。

FX-MR3、FX-MR6使用時の注意点

上側

下側

取付位置調整レバー 2-"3.2取付穴

結束バンド

滑り止めチューブ

○A

○A

（M3ビス、平座金およびバネ座金は別途ご用意ください。）

取付位置調整レバー

緩める

押す

再
調
整

（注1）：取付位置を再調整した後は、必ず再度感度設定を行なってください。
（注2）：同機構は取付位置を再調整することに用いるレバーで、結束バンド

の締め付けを強化するレバーではありません。取付位置調整レバー
の開放中に結束バンドを締め付け、取付位置調整レバーを倒すと、
ファイバが破損しますのでご注意ください。
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a : 挿入量
b : 25－a
L : 中心検出距離 
"c : スポット径

ナット

M3セットビス
（くぼみ先）

この部分は
締め付け不可

取付位置調整レバー

一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。
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1 プロテクトチューブのスリーブ側からファイバを通します。

2 ファイバの取付部を回し、スリーブ内ネジにねじ込み装着しま
す。

・ファイバの挿入量により、スポット径および検出距離を調整でき
ます。

・ファイバとFX-MR5を設定後、振動な
どで動かないように、FX-MR5に付属
している専用ナット（NT-FX-MR5）で
固定してください。

・FX-MR5をビスで固定する場合の締め付けトルクは、0.5N･m以下
としてください。

正しくご使用ください

ファイバ

装着方法

取り付け

FX-MR5使用時の注意点

・ネジ型フリーカットファイバには、ファイバを保護するプロテク
トチューブが装着できます。

・取り付け時の締め付けトルクは、下記の値以下としてください。

・締め付けトルク
　0.58N･m以下

・締め付けトルク
　0.58N･m以下

プロテクトチューブの装着

その他
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グラフの中の数字は
スポット径（mm）

a
b

L

"c

a : 挿入量
b : 25－a
L : 中心検出距離 
"c : スポット径

専用ナット

セットビス（くぼみ先）
M3以下

取付板

（注1）
30mm以上

〈スリーブ部〉 〈ネジ部〉

（注1）：ファイバはアンプに接続させるため、プロテクトチューブ端面より
30mm以上長めに切断してください。

・振動や衝撃のある場所でのご使用は避けてください。
・ 検出面に物を当てないでください。
傷が付くと検出性能が低下します。

・有機溶剤の雰囲気中で使用しないで
ください。(耐薬品ファイバを除く)

・ 検出面に水滴が付着すると検出特性
に影響しますので、水が直接かかる
場所で使用しないでください。

・強い外乱光が直接受光面に当たらないようにしてください。
・ ファイバに過大な引張力が加わらないようにご注意ください。
・種類にもよりますが、ラピッドス
タート式や高周波点灯式の蛍光灯
の光は、検出に影響を及ぼすこと
がありますので、直接入光しない
ようにご注意ください。

・スクリーンおよび狭光芒ファイバの検出部は、凹状になっていま
すので、ゴミやホコリなどが溜まらないようにご注意ください。
万一溜まった場合は、乾いた柔らかい布などで拭いてください。

蛍光灯

シンナーなどの
有機溶剤

一般的な注意事項については、テクニカルガイド をご参照ください。
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	正しくご使用ください



